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では，能動文から受動文への変換は「X ガ Y (モノ) ヲ (Z〈＝X 自身〉ニ) V スル→Y
















































































Voice…[is] a category used in the grammatical description of sentence or clause 
structure, primarily with reference to verbs, to express the way sentences may alter the 
relationship between the subject and object of a verb, without changing the meaning of 
the sentence. (Crystal 1997:413) 
ヴォイスとは，[中略]文または節の構造の文法記述において，特に動詞との関連
性のもとで使用される範疇で，文がその意味を変えることなく，動詞の主語と目






Quirk. et al.(1972:801)では“Voice is a grammatical category which makes it possible to view 





































                                                   
1 益岡隆志(1987：163)は「辞書」に直接記載すべき述語を「単純述語」と呼び，このような述語に生産的
接辞が添加されて形成される述語を「複雑述語」と呼んでいる。 




































                                                   
2 「シテアル」をアスペクトと見なす研究もある。例えば，益岡隆志(2000)が挙げられる。 






























                                                   





























役文，受影文(受動文)，執行使役文の五つのタイプ6に区別し，構文形態を“X p Y V”と
抽象化すれば，いずれの事態も「Y が＜スル＞または＜ナル＞という状況に対して，他












指示使役文： X 叫 Y A 
放任使役文： X 让 Y A 
誘発使役文： X 使 Y  S 
受影文(受動文)： X 被 Y AS 
執行使役文： X 把 Y AS 
記号 A は動作・行為すなわち<スル>を意味する述語形式を表し，S は状態・変化すなわち<ナル>を意味
する述語形式を表す。 
 





























                                                   
7 以下の例は彭広陸(2008a)からの引用である。 
・我借了他 5 块钱。 
私はあの人に 5 元借りた。 




















    無標 S O V - Ø          能動態 
    有標 S O V - させる        使役態 


































単 純 の 被
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ま と も な
受身 
直 接 対 象
のうけみ 
直接受身 








利 害 の 被
動 
受 影 受 動
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さち子が次郎に殴られた 
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一致している。具体的には以下の例(寺村 1982 からの引用)が挙げられる。 
 
(4) a.直孝は祖母に育てられた。 (X ガ Y ニ V サレル) 
         b.祖母が直孝を育てた。   (Y ガ X ヲ V スル) 
(5) a.直孝は五歳のとき父母に死なれた。 
        b.＊両親が直孝を死んだ。 
 
 「直接受身」とは例(4a)のような主格に立つ名詞が，述語動詞の語幹によってあらわ
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される動作の直接影響を受けるものであるという意味特徴，および「X ガ Y ニ V サレ








(6) a.                 両親が死んだ。 



























































                                                   
8 例(9)は『現代日本語書き言葉均衡コーパス』中納言から収集した例であるが，日本語話者に確認してみ
たところ，やはり「子どもの頃の生活が思い出される」を使うべきだというコメントを頂いた。 

































                                                   
9 寺村秀夫(1982：208)，野田尚史(1991)，早津恵美子(2005)などがある。 










(16)  太郎がガラスを割った。 
(17) ガラスが    割られた。 
(18) ガラスがだれか{に／によって}割られた。 


























































                                                   
10 また，ネット上「血をかたまらせない」「アミロイドβたんぱくを固まらせる」「インクを固まらせる」
などの用例もあった。 













(24) 先生がお話しになった。(益岡 2007：63) 






























        (練習問題はやりおわったけれど新出単語はまだ予習していない)  
(刘月华ほか 1983) 















 (きょうの新聞はどこに置いたの？)   (刘月华ほか 1983) 
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 (部屋はきれいに掃除した)   (刘月华ほか 1983) 
































































   (李四は張三を殴った)   
                                                   
11 中国語語彙の日本語解釈は『クラウン中日辞典』(三省堂)を参照したものである。 



























































































































































































     (李四は張三を引き倒した)   
b. 李四
李 四















                                                   
14 2 節で触れたように木村英樹(2000，2005，2012)は“把”構文を執行使役文と名づけて，ヴォイス構文の
一環と見なしている。 














































































                                                   
15 先行研究によって，行為者と呼ぶこともあれば，動作主と呼ぶこともある。用語を統一するため，本研
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与している受影受動文と，主題名詞句の特定の属性を叙述する受動文に分けられる。 
 
表 2 行為者標示と受動文の種類との対応関係 
 ニ ニヨッテ 


































表現できる (久野暲 1986：86) 。 
 









                                                   
22 英文原文は以下のようになる。なお，日本語訳は概ね久野暲(1978)『談話の文法』からの引用であるが，
g,h は筆者が訳をつけた。 
a. Empathy: Empathy is the speaker’s identification, which may vary in degree, with a person/thing that 
participates in the event or state that he/she describes in a sentence. 
(共感：文中の名詞句の x 指示対象に対する話し手の自己同一視化であり，その度合いは様々である。) 
b. Degree of Empathy: The degree of the speaker’s empathy with x, E(x), ranges from 0 to 1, with E(x) = 1 
signifying his/her total identification with x and E(x) = 0 signifying a total lack of identification. 
(共感度：x 指示対象に対する共感の度合，即ち共感度を E(x)で表わす。共感度は，値 0（客観描写）
から値１(完全な同一視化)迄の連続体である。) (訳は久野 1978：134 による) 
c. Descriptor Empathy Hierarchy: Given descriptor x (e.g. John) and another descriptor f(x) that is dependent 
upon x (e.g. John’s roommate), the speaker’s empathy with x is greater than that with f(x): E(x) > E(f(x)) 
(対称詞の視点階層：対称詞 x（例えば John）と，x に依存する対称詞 f(x)(例えば John’s roommate)が
ある場合，話し手の x と f(x)に対する共感度に，次の関係が成り立つ。E(x)>E(f(x)) (訳は久野 1978：
135 による) 
d. Surface Structure Empathy Hierarchy: It is easier for the speaker to empathize with the referent of the subject 




e. Topic Empathy Hierarchy: Given an event or state that involves A and B such that A is coreferential with the 
topic of the present discourse and B is not, it is easier for the speaker to empathize with A than with B: E(topic) 
≥ E(nontopic) 
(談話主題の視点階層：談話に既に登場している人物に視点を近づける方が，談話に新しく登場する人
物に視点を近づけるより容易である。E(談話主語) ≥E(新登場人物)) (訳は久野 1978：148 による) 
f. Speech Act Empathy Hierarchy: The speaker cannot empathize with someone else more than with 
himself/herself: E(speaker) > E(others) 
(発話行為の視点階層：話し手は，自分より自分以外の誰か寄りの視点を取ることができない E(話し
手)>E(話し手以外)) (訳は久野 1978：146 を一部変更) 
g. Humanness Empathy Hierarchy: It is more difficult for the speaker to empathize with a non-human animate 
object than with a human, and more difficult to empathize with an inanimate object than with an animate object: 
E(human) > E(non-human animate) > E(inanimate) 
(有生性の視点階層：話し手は，人間より人間以外の有生物寄りの視点を取ることが困難である。有生
物より無生物寄りの視点を取ることが困難である。E(人間)>E(非人間有生物) >E(無生物))(筆者訳) 
h. Transitivity of Empathy Relationships: Empathy relationships are transitive. 
(共感関係の他動性：共感関係は他動的である。) (筆者訳) 




j. Markedness Principle for Discourse Rule Violations: Sentences that involve marked (or intentional) violations 
of discourse principles are unacceptable. On the other hand, sentences that involve unmarked (or unintentional) 
violations of discourse principles go unpenalized and are acceptable. 
(談話法規則違反の適格／不適格性：談話法規則に意図的に違反した時には，不適格文が生じるが，非
意図的に違反した場合には，不適格文が生じない。) (訳は久野 1978：171 を一部変更) 
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点の解明に極めて有効だと述べているうえ，奥津敬一郎(1983：72)は視点の有標性に関




U             M 
主語            非主語 
         意味格 
 
      U             M 
動作主          非動作主 
 
 
             主題 
 
  U    M 





    U    M 
    有生    無生 
  ＜＋animate＞       ＜－animate＞ 
 
     U      M 
      人間     非人間 
 ＜＋human＞   ＜－human＞ 
 
U    M 
話し手       非話し手 
＜＋speaker＞   ＜－speaker＞ 
 
      U         M 
 聞き手    非聞き手 
      ＜＋hearer＞      ＜－hearer＞ 
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        U    M 
             身内       非身内 
   ＜＋in-group＞   ＜－in-group＞ 
 
この序列の仮説は Kuno(1987，2004)の中の Humanness Empathy Hierarchy(有生性の共













（1） a 私は田中さんにこの教材を勧められた。 (野田 1995：329) 
b＊田中さんは私にこの教材を勧められた。 (野田 1995：329) 
（2） a＊彼女は私に声をかけられた。      (野田 1995：337) 











                                                   
23 話し手は，常に自分の視点を取らなければならず，自分より他人寄りの視点をとることができない。 
 1＝E(一人称)>E(二・三人称)  久野暲(1978：146) 






























（8） a 白いボールが王｛＊に/によって｝高々と打ち上げられた。(久野 1986：例
24) 
b 山田投手が投げた外角低目の速球は，王に高々と打ち上げられ，外野席を
越えて場外に出るホームランとなった。(久野 1986：例 25) 
（9） a＊この辞書は，ジョン・スミスに改定された。(久野 1986：例 29) 
b この辞書は，三〇年前ジョン・スミスに改定されて以来，まだ誰にも改定
されていない。(久野 1986：例 31) 





























この種の「X(有情者)は Y(非情物)が Z に V される」26の形をする受影受動文と，「X(有








26 なお，下記のように「X(非情物)は Y(非情物)が Z に V される」のかたちをする受動文もあるが，受影受
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（13） あの絵が子供に引き裂かれた。     (益岡 1991b：111 による) 
（14） 大切なお金が泥棒に盗まれた。      (益岡 1991b：111 による) 






（16） a. 答案用紙が試験官によって回収された。(益岡隆志 1987：193) 
b. ＊ベルが鳴ると，すぐに答案用紙が試験官に回収された。(益岡隆志 1987：
193) 
（17） a. 白いボールが王によって高々と打ち上げられた。 





















































情者)ニ V ラレル」という形が選られたのはなぜであろう。 





























                                                   














































































































（32） この諺は，結婚式で祝辞を述べる人によく引用される。 (和栗 2005：165) 
（33） シヴァギリと呼ばれるこのピラミッド形の山は，太古の昔から人々に崇拝され











                                                   
30 名詞句が指示する対象を話者が知っている場合，特定指示となる。特定指示は｢或る N｣｢1 つの N｣｢い





























































































































































                                                   
37 一般的には，「再帰」という概念を行為の結果は行為者自身に帰ってくるものと捉えて，「帽子をかぶる」
「めがねをかける」「手を振る」などの表現は代表的である。仁田義雄(1982)などを参照されたい。 
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 X ガ Y (モノ) ヲ V スル                    (Y が X に移動) 
 X ガ Y (モノ) ヲ (Z〈＝X 自身/自体〉ニ) V スル (このように解釈できる V が多い) 









                                                   
38 行為者ニ格かつ場所・到着点ニ格を兼ねる受動文において行為者は通常の場所あるいは到着点と異なり，
























佐伯哲夫(1987)に指摘されている「一体化」はまさに本節で言う「X ガ Y (モノ) ヲ (Z
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本章はこの種の非情物主格・行為者ニ標示の受動文について，ニ格の行為者性を認め
る。対応する能動文はほとんどの場合，「X ガ Y (モノ) ヲ (Z〈＝X 自身/自体〉ニ) V ス
ル」という解釈ができるため，ニ格項は行為者ニ格であると同時に，到着点ニ格の役割































・キー: 語彙素が「れる」 AND 品詞の小分類が助動詞 
・キー: 語彙素が「られる」 AND 品詞の小分類が助動詞 
・前方共起 1: キーから 2 語 キーと結合して表示 
 語彙素が「に」 AND 品詞の小分類が助詞-格助詞 
無関係なデータを手作業で取り除いて，非情物主語・行為者ニ標示の受動文を集めた。 
なお，検索を行う際に文体種類や刊行年に制限を設けていない。 


































                                                   
41 この例に関しては，不自然と判定する日本語話者もいる。｢…によって裏づけられ (る／た)｣｢…に裏づ
けられてい (る／た)｣というべきだというコメントを頂いた。 














 X ガ Y (モノ) ヲ V スル               (Y の移動を意味しない) 
X ガ Y (モノ) ヲ (＊X 自身/自体ニ)V スル     (このようには解釈できない) 
→Y ガ X ニ V サレル       (ニ格が行為者と場所を兼ねる再帰的な受動文) 
*ただし｢V サレル｣は基本的に結果持続相の｢V サレテイ <ル／タ>｣) 
 
 この場合は結果持続相の「Y ガ X ニ V サレテイ<ル/タ>」は圧倒的に多く，完成相
の「Y ガ X ニ V サレ<ル/タ>」の例はまれである。広義再帰的な V の非情物主格受動
















  46 
 
 また，主節に現れる例ではなかったが，「率いる」もこの類である。広義再帰的 V に















       顕在受影者タイプ 
受影受動文   広い意味での物の持主＝潜在受影者 
潜在受影者タイプ 














































                  
       Ø    ニ                ガ(能動文) 
 
図 2．視点と行為者標示の相関図 







































































43 益岡隆志(2015)は受動文を「受影受動文(直接受影受動文 vs.間接受影受動文)vs.中立受動文」という 2 類
3 タイプに分けている。行為者ニヨッテ標示の受動文は「中立受動文」である。 
 











「X ガ私44ニヨッテ V ラレル」(一人称行為者をニヨッテでマークする)受動文の実際




























































上坂信男・神作光一ほか(2001：40)『枕草子 中巻 全訳注』 
 
現代語訳には「私の着衣の裾や裳などは御簾の外に押し出されている」というふうに































各用法の具体例である。なお，原因(例 6)，手段(例 7)，よりどころ(例 8)の用法はニュ













































































                                                   
46 なお，受影受動文は話し言葉でも問題なく使われる。他方，受影性のない受動文は話し言葉では避けら
れ，受影受動文以外の受動文は書き言葉であって，話し言葉ではない。 













































































































  58 
創造(建てる，作る)          ×ニ ○ニヨッテ  
物理的・心理的働きかけ(殺す，育てる) ○ニ △ニヨッテ 
感情・感覚の動き(愛する，嫌う)    ○ニ ×ニヨッテ 


























    主体動作・客体変化動詞――殺す，消す，ゆがめる 





   ―主体動作・客体接触動詞――叩く，殴る，打つ，押す，引っ張る 
  59 
 
Ⅲ．対象に物理的な力を加えない動作を表す動詞：行為者ニ標示 
    人の認識活動・言語活動・表現活動動詞――見る，言う，うたう 
    思考動詞――思う，考える，疑う 




























































































（20） ボタンが何者か {#に／○によって} 押された。 














































  63 
（24）  その本は太郎に読まれた。 
（25） ＊その本は太郎によって読まれた。 
（26）  その本は多くの人に読まれている。 
































































                                                   
47 具体的には，金水敏(1991)は受動文の意味的役割の分布を以下のようにまとめている。 
    主格         旧主語表示 
ａ  〈非人格的〉  (なし) 
ｂ  〈非人格的〉 〈非人格的〉ニ 
ｃ  〈非人格的〉 〈人格的〉／ 〈非人格的〉ニヨッテ 
ｄ＊ 〈非人格的〉 〈人格的〉ニ 
ｅ  〈人格的〉  〈人格的〉ニ 









































・キー: 語彙素が「れる」 AND 品詞の小分類が助動詞 
・キー: 語彙素が「られる」 AND 品詞の小分類が助動詞 
・前方共起 1: キーから 2 語 キーと結合して表示 
 語彙素が「に」 AND 品詞の小分類が助詞-格助詞 
無関係なデータを手作業で取り除いて，非情物主語・行為者ニ標示の受動文を集めた。 
なお，検索を行う際に文体種類や刊行年に制限を設けていない。 


























































         顕在受影者 
受影者あり 
         潜在受影者 広義の持主 
















































































（15） その結果，企業の経済活動は法人税によって影響されない。 (『財政学』) 








































































































































































                                                   
51 例(26)－(29)は形の上では主語のない文になるが，有情物主語が復元できることは文脈から明らかである。 
 















29,248 例あり，そのうち 619 例が非情物主格・行為者ニ標示受動文であった。なお，以
下の統計では再帰的な受動文の例を取り除いていない。 
 




・キー: 語彙素が「れる」 AND 品詞の小分類が助動詞 
・キー: 語彙素が「られる」 AND 品詞の小分類が助動詞 
・前方共起 1: キーから 2 語 キーと結合して表示 
 語彙素が「に」 AND 品詞の小分類が助詞-格助詞 
無関係なデータを手作業で取り除いて，非情物主語・行為者ニ標示の受動文を集めた。 
なお，検索を行う際に文体種類や刊行年に制限を設けていない。 




44 例，主節における非情物主格・非情物行為者ニ標示受動文は 98 例，連用従属節にお
ける非情物主格・有情者行為者ニ標示受動文は 66 例，連用従属節における非情物主格・
非情物行為者ニ標示受動文は 174 例，連体従属節における非情物主格・有情者行為者ニ
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用例内訳 
















































（34）    汚染物質は煙突まわりの風に運ばれながら拡散していく。 
cf. 汚染物質は煙突まわりの風によって運ばれながら拡散していく。(『環境流
体シミュレーション』) 
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（37） ナイフは，適切に人に用いられれば，有用である。（サイモン・モンバロン『ス
































C 類と D 類従属節になってくると，従属度がかなり低くなる。その振る舞いは単文，
あるいは複文の主節に近い。つまり，行為者ニ標示が用いられる場合は，視点が強く関
























 3．4 連体従属節における非情物主格ニ受動文 
 連体従属節は被修飾名詞が主語であるか否かと関係なく，主節に対する従属の度合い
が高い。従属節の類型で言えば，A 類(内部の動詞が時制の対立を持たず，一般的な行









































節と従属節における受動文の行為者標示が異なる現象も概ね A 類従属節に生じる。 
B 類従属節は過渡的なものであり，主節では許容されにくい非情物主語・行為者ニ標
示の受動文が従属節に収まりうるものもあれば，収まりにくい場合もある。 
C 類と D 類従属節は主節に対する従属度が低い。受動態がこれらの従属節にあらわれ





































受動態が極端に少なく，受動態の 4.92％しか占めていない。しかし，対象とする 32 の
テキストのうち行為者の現れない受動態が受動態全数の60.00％以上を占めるのは2本，
50.00％～59.99％を占めるのは 5 本，40.00％～49.99％を占めるのは 14 本，30.00％～
39.99％を占めるのは 5 本，20.00％～29.99％を占めるのは 4 本，20.00％以下のは 2 本で
ある。このデータから，考察するテキストにおいて，行為者が現れない受動態はそのテ
                                                   








































   ＜行為者の構文的削除＞ 
・完成相(サレル)の場合     任意的 
・継続相(サレテイル)の場合 
 ・客体不変化動詞の場合     任意的 
 ・客体変化動詞の場合      義務的 
 
  85 
ている。工藤真由美(1995)では(A)外的運動動詞が「している」と複合して表す意味につ
いて以下のように指摘している。 
・(A・1)主体動作・客体変化動詞  動作継続(能動)/結果継続(受動) 
・(A・2)主体変化動詞       結果継続 
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5．潜在行為者の指示特性から見る行為者不表示 















































ニ標示受動文は「モノガ ヒトニ V ラレル」の構成をなし，「…ト V ラレテイル」の
文は「コトガ 人々ニ V ラレテイル」の構成をしている。非情物主格・行為者ニ標示


































者か／誰か} に (よって)」を表示する例も見られる。 
 




















                                                   
58 パーフェクト (殺される前に清掃が行われた) か，結果継続 (殺された時はきれいだった) か微妙な例で
ある。 
 


































                                                   
59 量の公理：「(やりとりのその局面での目的に照らして)必要とされている情報をすべて与えよ。必要以
上の情報は与えるな。」 
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 (張三は李四に殴られた)  

























































































































                                                                                                                                                     
が付いている) と述べている。 
















多 く の 国














































                                                   
62 この例文の許容度については，一部の中国語ネイティブ話者からやや不自然という意見も出たが，実際
に下記のような用例もあることを踏まえて，本研究はこの例を適格と判定する。 
・厂家属区有一片 2000 多平方米空地，1991 年被某工商所建立农贸市场，把原来居民倒污水的两个 6
米多深的水窖子填死。(CCL) 
(工場住宅地には 2000 平米あまりの空き地があり，1991 年に某工商所に農産品市場を建てられ，もと
もと汚水投棄所だった深さ 6 メートル余りの貯水所 2 個が埋め立てられた。) 
 
63 URL は以下の通りである。検索日は 2016 年 9 月 6 日。 
http://ccl.pku.edu.cn:8080/ccl_corpus/index.jsp?dir=xiandai 
  99 
































































































































                                                   
64 物理的な働きかけを表さない他動詞は，中国語では直接受動文を作りにくい。 
 ･＊ 我被他等了一个多小时。 




















































































































































































































書き言葉コーパス CCL で検索した結果，「被我」の用例が 2381 例あった。また，先行
研究の中でも受動文の例として一人称行為者受動文が示されている(例 23‐26)。杉村博
                                                   




  103 
文(2016)は中国語の一人称行為者受動文について考察し，その使用目的を①自分を責め














































































































































                                                   
68 第 3 章例(3)-(7)参照｡ 
























































































































































































































































































                                                   
71 ここの｢一｣は副詞であり，「ぱっと。さっと。単音節動詞や形容詞の前に置いて，短い動作，または突発
的な状況を表す」とされる用法である。 






















































































































多 く の 国







軍 事 基 地
。(＝11) 

















。(＝12)   












  (私は審査員に赤のランプをつけられた) 








































                                                   
72 この文が使われる場面として，オーディションなどが想定される。例えば，審査員がオーディションに
合格した人に対して緑のランプをつけ，不合格の人に対して赤のランプをつけて知らせる。 












































                                                   
73 間接受動文が作れるか否かのテストによって，他動詞が対格項以外の他者への影響を含意するか否かが





・〔女儿一下子买了三套 Gucci 的衣服〕他被女儿这么一买，这个月的房贷都还不起了。 
 (〔娘は一気にグッチの洋服を三着買った〕彼は娘にこのように買われて，今月の住宅ローンも支
払えなくなった) 











































































































































76 黄正德，柳娜(2014：225)によれば，この種の用法は 2008 年になってはじめて文法研究の立場から注目
されるようになったが，現れたのはもう少し前かもしれない。 
 




































の場合，｢被｣は他動詞，｢XX｣は対格項であり，何者かの “XX｡” という (不適切な) 判断がそのまま名詞
化していることになる。なお，引用名詞類については山口治彦 (2016) を参照されたい。 
 





































































など，動作に関係する何らかの側面にある (井上優 2003)。 
 

































































































       ･直接受影受動文 
(主格に立つ成分は動作の直接対象である) 
･受影受動文      自動詞 
(結果の明示を伴う) 
･間接受影受動文 






























































































論考No.3』山梨正明・辻幸夫・西村義樹・坪井栄治郎[編] ひつじ書房 pp.1-49. 
池上嘉彦(2004)「言語における＜主観性＞と＜主観性＞の言語的指標(2)」『認知言語学














奥津敬一郎(1992)「日本語の受身文と視点」『日本語学』1992 年 8 月号 pp.4-11. 

























久野暲(1986)「受身文の意味―黒田説の再批判―」『日本語学』1986年2月号 pp.70-87.  
栗原由加(2005)「定位のための受身表現――非情物主語のニ受身文の一類型――」『日
本語文法』5 巻 2 号，pp.180－195. 
黒田成幸(1985)「受身について久野説を解釈する――一つの反批判――」『日本語学』
1985年10月号 pp.69-76.  
黄憲堂(1982)「日・中両語の受身表現の比較」『言語学演習’82』東京大学文学部言語学










義雄[編] ひつじ書房 pp.1-22.  
柴谷方良(1982)「ボイス：日本語と英語」『講座日本語学』第 10 巻．明治書院. 
柴谷方良(2000)「ヴォイス」仁田義雄・益岡隆志[編]『<日本語の文法 1>文の骨格』岩
波書店. 
  121 
下地早智子(1999)「被害受身の日中比較」『中国語学』246号 pp.107-116.  
下地早智子(2000)「日本語と中国語の受身表現について――機能主義的分析――」『人
文学報』第311号 東京都立大学人文学部 pp.75-91.  
下地早智子(2004)「日中両語における文法事象としての視点の差異――移動動詞・受身
の表現・テンス/アスペクトの場合――」『外国学研究』58 神戸市外国語大学外国
学研究所 pp.59-75.  
杉村博文(1982)「『被動』と『結果』拾遺」『日本語と中国語の対照研究』第7号 大阪
外国語大学中国語学科 pp.58-82.  
杉村博文(1992)「遭遇と達成――中国語被動文の感情的色彩――」『日本語と中国語の





































巻 2 号 pp.21-38. 
早津恵美子(2015)「日本語における使役文と受身文の似通い―使役文からの考察―」『日
中言語対照研究論集』第 17 号 pp.1-21. 
福田嘉一郎(2012)「現代日本語の主題に現れうる名詞句についての覚書」『神戸外大論
叢』第 63 巻第 2 号[英米/総合文化] pp.163－167. 
福田嘉一郎(2015)「叙想的テンスの出現条件」『国語国文』第 84 巻 5 号 pp.197-211. 
彭広陸(2008a)「類型論から見た日本語と中国語－視点固定型の言語と視点移動型の言語」

















『「内」と「外」の言語学』 開拓社 pp.3-22. 
益岡隆志(2015)「日本語受動文とその言語類型的特質」第７回中日対照言語学シンポジ
ウム. 
  123 
松下大三郎(1930)『標準日本口語法』中文館書店. 
町田章(2007)「視点制約と日本語受動文の事態把握」『阪大英文学会叢書4 ことばと視















本語学会 2014 年度春季大会予稿集（於：早稲田大学）』. 




く一考察――」『神戸外大論叢』第 66 巻 1 号 pp.19-40. 
劉志偉(2013)「日本語の受身表現と使役表現の連続性をめぐって―中国語との対訳から
―」『日中言語対照研究論集』第 15 号，pp.77－94. 
和栗夏海(2005)「属性叙述受動文の本質」『日本語文法』5 巻 2 号，pp.161－179. 
鷲尾龍一・三原健一(1997)『ヴォイスとアスペクト』(日英語比較選書 7)研究社. 
渡辺伸治(1999)「『視点』諸概念の分類とその本質」『言語文化研究』25 大阪大学言
語文化部大学院言語文化研究科 pp.389-401.  
 
<中国語文献> 
曹道根(2009) 〈汉悟被动句的事件结构及其形态句法实现〉《现代外语》第1期 pp.1-12. 
曹道根(2011) 〈“被”的双重句法地位和被字句的生成〉《当代语言学》第1期 pp.73-81. 
戴耀晶(2006) 〈现代汉语被动句试析〉,邢福义主编《汉语被动表达问题研究新拓展》,
华中师范大学出版社. 
  124 
冯胜利(1997) 《汉语的韵律，词法和句法》北京大学出版社. 
高名凯(1957) 《汉语语法论》(修订本)科学出版社. 






李临定(1980)〈“被”字句〉《中国语文》1980年第6期 pp.401-412.  





研究所[编] 语文出版社 pp.139-150.  
刘月华 潘文娱 故韡(1983)《实用现代汉语语法》外语教学与研究出版社．相原茂監訳
『現代中国語文法総覧』くろしお出版.1988. 





吕文华(1990)〈“被”字句中的几组语义关系〉《世界汉语教学》1990年第2期 pp.91-97.  
木村英树(1997) 〈汉语被动句的意义特征及其结构上之反应〉Cahiers de Linguistique-Asie 
Orientale，26-1. pp.21-35. 
彭广陆(2008b)〈日语研究中的“视点”问题〉《认知语言学入门》池上嘉彦・潘钧[主编] 外







师范大学出版社 pp.284-295.  
杉村博文(2016)〈汉语第一人称施事被动句的类型学意义〉《世界汉语教学》第30卷2016
年第1期 pp.3-15. 
  125 
石村广(2010) 〈试论汉语被动语态的成立问题〉『現代中国語研究』2010年10月第13期 
pp.85-93. 
石定栩(2005) 〈“被”字句的归属〉《汉语学报》2005年第1期 pp.38-48. 
石定栩，胡建华(2005) 〈“被”的句法地位〉《当代语言学》2005年第3期 pp.213-224. 
石定栩(2008) 〈长短“被”字句之争〉《青海民族学院学报》(社会科学版)第3期 pp.111-117. 





王还(1983)〈英语和汉语的被动句〉《中国语文》1983年第6期 pp.409-418.  
王还(1984)《“把”字句和“被”字句》上海教育出版社.  
王力(1955)《中国现代语法》商务印书馆. 
















Crystal, David (1997) A Dictionary of Linguistics and Phonetics (Forth Edition), Blackwell, 
Oxford.  
Dowty, David (1991)Thematic Proto-Roles and Argument Selection. Language 67(3):547-619. 
Goldberg, Adele E. (1995) Constructions: A Construction Grammar Approach to Argument 
Structure, University of Chicago Press. (河上誓作，早瀬尚子，谷口一美，堀田優子訳，
2001，『構文文法論：英語構文への認知的アプローチ』研究社出版) 
  126 
Grice, Paul (1989), Studies in the Way of Words, Harvard University Press. （清塚邦彦訳, 1998,
『論理と会話』勁草書房） 
Howard, I. and A. M. Niyekawa-Howard. (1976) Passivization. Masayoshi Shibatani (ed.) 
Japanese Generative Grammar (Syntax and Semantice 5). New York: Academic Press, 
201-237.  
Kuno, Susumu(1987) Functional syntax-Anaphora, Discourse and Empathy. Chicago: 
University of Chicago Press. 
Kuno, Susumu(1990) Passivization and Thematization. In Osamu Kamada & Wesley M. 
Jacobsen (eds.), On Japanese and How to Teach It. pp.43-66. Tokyo: The Japan Times. 
Kuno, Susumu(2004) Empathy and Direct Discourse Perspectives. In Laurence R. Horn & 
Gregory Ward (eds.), The Handbook of Pragmatics. pp.315-343. Blackwell Publishing. 
Kuroda, Sige-Yuki. (1979) On Japanese passives. George Bedell, Eichi Kobayashi and 
Masatake Muraki (eds.) Explorations in Linguistics: Papers in Honor of Kazuko Inoue. 
Tokyo: Kenkyusha, 305-347.  
Li, Charles N., and Sandra A. Thompson (1981) Mandarin Chinese: A Functional Reference 
Grammar. University of California Press. 
Quirk, Randolph, Sidney Greenbaum, Geoffrey Leech, Jan Svaltvik (1972) A Grammar of 
Contemporary English. Longman. 
Shibatani,Masayoshi (1985) Passives and Related Constructions: A Prototype Analysis, 
Language 61,4: 821-848. 
Silverstein, M. (1976) Hierachy of features and ergativity. R. M. W. Dixon (ed.) Grammatical 





































                                                   
84 現代日本語書き言葉均衡コーパス(中納言)から抽出したものである。ここでは，動詞一つに付き，実例
を一つ挙げることとする。付録 2，3 も同様である。 
 








































































                                                   
85 この例は「継ぐ」という動詞の通例の用法から外れるが，ここではコーパスにあらわれるものをそのま
ま引用する。 






























































































































                                                   
86 「ハイジャックする」は広義再帰的ですが，この例は受影者の潜在によって行為者ニ標示が選ばれてい
るのである。 
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付録 4．「中日対訳コーパス(第一版)」32作品における受動文の使用実態 
作品別によるまとめ 







日本国憲法 34 8 42 80.95% 
日本列島改造論 186 102 288 64.58% 
日本経済の飛躍的な
発展 
118 79 197 59.90% 
死者の奢り 33 25 58 56.90% 
五体不満足 240 193 433 55.43% 
越前竹人形 101 94 195 51.79% 
激動の百年史 155 153 308 50.32% 
百言百話 136 140 276 49.28% 
あした来る人 248 263 511 48.53% 
破戒 231 249 480 48.13% 
黒い雨 247 271 518 47.68% 
タテ社会の人間関係 203 224 427 47.54% 
砂の女 197 228 425 46.35% 
ひとりっ子の上手な
育て方 
158 184 342 46.20% 
マッテオ・リッチ伝 457 565 1022 44.72% 
適応の条件 177 220 397 44.58% 
ノルウェイの森 193 243 436 44.27% 
青春の蹉跌 184 243 427 43.09% 
雁の寺 46 67 113 40.71% 
飼育 62 92 154 40.26% 
鼻 6 9 15 40.00% 
金閣寺 277 428 705 39.29% 
心の危機管理術 145 228 373 38.87% 
痴人の愛 137 242 379 36.15% 
野火 136 244 380 35.79% 
日本戦後名詩百家集 107 211 318 33.65% 
布団 33 78 111 29.73% 
近代作家入門 80 191 271 29.52% 
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斜陽 39 139 178 21.91% 
羅生門 2 8 10 20.00% 
友情 27 131 158 17.09% 
高野聖 25 483 508 4.92% 
合計 4420 6035 10455 42.28% 
 
注：ここでいうパーセントは，それぞれのテキストにおいて行為者の現れない受動文がそ
のテキスト中の受動表現全数に占める割合である。並ぶ順番は行為者の現れない受動文の
出現頻度による順番である。 
 
 
 
